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更埴市の位置

例 言

1 本書は、更埴市教育委員会が平成15年度に実施し

た埋蔵文化財の調査報告書であり、千曲市教育委員

会が編集した。更埴市は平成15年 9月 1日 をもって、

埴科郡戸倉町、更級郡上山田町と合併し、千曲市と

なったことから、平成15年 8月 31日 までに実施 した

調査を収録した。ただし、整理報告作業の関係上、

一部平成14年度に実施した調査も収録 している。

2 調査は、更埴市教育委員会生涯学習課が主体とな

り、文化財係が担当した。

更埴市教育委員会事務局

教  育  長  下崎 文義

教 育 次 長  松下  悟

生涯学習課長  柳原 康廣

文 化 財 係 長  矢島 宏雄

文 化 財 係  小野 紀男

3 調査は文化財係担当職員及び森将軍塚古墳館学芸

員が当たり、調査員・作業員を募 り調査を実施した。

4 本書は、各調査担当者が執筆して作成した。発掘

調査のうち、規模の大きなものについては本書と別

冊で報告している。

5 本書に掲載した位置図は、特にことわりがない限

り、千曲市都市計画基本図を2分の 1に縮小し5,000

分の 1で掲載 した。

6 本書中の図版の座標値及び方位は平面直角座標系

第Ⅷ系 (日 本測地系)で示 している。

7 各調査の出土遺物・実測図・写真等の全ての資料

は千曲市教育委員会が保管 している。なお、資料に

は各調査ごとに調査記号を付 し、保管している。

目 次

例言 。日次

平成15埋蔵文化財調査概要………………………・…・・1

田中沖遺跡 発掘調査…・……………………………‥4

城ノ内遺跡 発掘調査…………………………………11

試掘・立会調査…………………………………………15

更埴条里水田址  大境遺跡  南沖遺跡

生仁遺跡 北村裏畑遺跡

報告書抄録



平成15年度埋蔵文化財調査概要

今年度実施した埋蔵文化財調査は21件であり、このうち2件の発掘調査を実施した。年度の途中で

市町合併が行われたために、整理、報告作業は千曲市に引き継がれている。

公共事業関連では、発掘調査 1件及び、立会調査12件を実施 した。都市計画道路一重山線道路改良

事業に伴う城ノ内遺跡の発掘調査では、古墳時代～平安時代の住居跡12棟などを検出した。現道部分

の改良であり、道路を片側通行にしての調査であったため、十分な調査を実施することができなかっ

たが、多 くの住居跡を検出することができた。また、市道栗佐南北線水路改良事業に伴う北村裏畑遺

跡の立会調査では、古墳時代と考えられる住居跡を確認した。現地表下約40cmと 非常に浅い位置から

の検出であったが、工事幅が狭 く、面的な調査は行うことができなかったため、立会調査となった。

民間の開発事業は昨今の不況を反映して、全体的に落ち着いた傾向にあったが、今年度は主として

商工業施設の建設にやや活発な動きが見られ、発掘調査 1件、試掘調査 4件、立会調査 3件 を実施し

た。杭瀬下土地区画整理事業に伴う田中沖遺跡の発掘調査では、平安時代の住居跡 3棟などを検出し

た。青銅製の帯金具等が出土しており、調査面積こそわずかであったが、注目される調査となった。

店舗や工場等の建設に伴う試掘調査は4件実施しており、いずれも埋蔵文化財が確認されたため、影

響を与えないよう工事内容の変更が行われ、立会調査を実施した。

平成15年度調査一覧

番号 遺 跡 名 所在地 調 査 原 因 原 因 者 調査期間 面  積 調 査 内 容

発 掘 調 査

1 田中沖遺跡 杭瀬下 民間=土地区画整理
杭瀬下土地区画
整理組合

15。 5。19～

15.6.2
65nぽ 平安時代の住居跡を検出

城ノ内遺跡 屋代 公共=道路改良 更埴市 (建設課)

15.6.26～

15.7.18
200nぽ

古墳～平安時代の住居跡を検出
15。 7.22～ 15.7.31 立会調査実施

試 掘 調 査

更埴条里水田址 屋代 民間=診療所建設 吉澤恒好 15.2.10 トレンチ 4 地表下-60cmで平安時代水田面検出

大境遺跡 屋代 民間=倉庫建設 青木運輸倉庫榊 15.3.10 トレンチ 3

地表下-200cmで平安時代水田面検出
15.4.3、 15.4.10立会調査実施
掘削-120cm

5 南沖遺跡 杭瀬下 民間=店舗建設 東信醸造lal 15.4.15 トレンチ 5

地表下-120cmで遺物包含層検出
15.5.21立会調査実施
掘削-90cm

6 生仁遺跡 雨宮 民間=工場建設 久保産業0 15.5.19 トレンチ 2
地表下-100cmで住居跡検出
事業地変更

エエ 調 査

7 東条遺跡 八幡 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15.2.10 掘削-60cm 遺構、遺物なし

土口遺跡 土 口 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15,2.14 掘削-60cm 遺構、遺物なし

新田遺跡 森 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15.2.18 掘削なし

北村裏畑遺跡 粟佐 公共=水路改良 更埴市 (建設課)

15.2.21-
15.3.3

掘削-90cm
地表下-40cmで住居跡検出

青木遺跡 八幡 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15.3.3 掘削-45cm 遺構、遺物なし

窪田遺跡 小 島 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15.3.12 掘削-80cm 遺構、遺物なし

東沖遺跡 杭瀬下 公共=電線共同溝建設 更埴建設事務所
15.3.28～

15.4.11

掘削-180～ -250cm
遺構、遺物なし

南沖遺跡 杭瀬下 公共=仮設庁舎建設 更埴市 (総務課) 15.4.30 掘削-25cm 遺構、遺物なし

元町遺跡 稲荷山 公共=水路改良 更埴市 (建設課) 15.5。 15 掘削-120cm 遺構、遺物なし

更埴条里水田址 屋代 民間=宅地造成 林不動産帥 15.6.3 掘削-40cm 遺構、遺物なし

屋代清水遺跡 屋代 民間=宅地造成 l■lキザキ商事 15.6.4 掘削-25cm 遺構、遺物なし

南沖遺跡 杭瀬下 公共=駐車場造成 更埴市 (総務課) 15.7.22 掘削なし

更埴条里水田址 屋代 公共=歩道建設 更埴建設事務所 15。 7.30 掘削-70cm 遺構、遺物なし

北野遺跡 雨宮 民間=工場建設 久保産業l■l 15.8.5 掘削-150cm 遺構、遺物なし

北野遺跡 雨官 公共=歩道建設 更埴建設事務所 15.8.6 掘削-40cm 遺構、遺物なし

長野県埋蔵文化財センター調査

東条遺跡ほか 八幡 公共=国道18号バイパス 国土交通省
15.4.1-
15.7.31

1,070rd 住居跡多数検出
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第 1図 更埴市川西地区調査位置図 (1:25,000)
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第 2図 更埴市川東地区調査位置図 (1:25,000)
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調査の

1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

調査参加者

種別 。時期

遺構 。遺物

1

概要

田中沖遺跡

４

　

　

５

６

　

　

７

Ⅱ 調査の経過

田中沖遺跡 発掘調査

(市台帳No141調査記号TN4)

更埴市大字杭瀬下字田中

杭瀬下土地区画整理地内 9街区ほか

杭瀬下土地区画整理組合

民間事業 =土地区画整理

杭瀬下土地区画整理組合

発掘調査 (調査面積約65ビ )

発掘調査 平成15年 5月 19日 ～ 6月 2日

整理調査 平成15年 8月 1日 ～

平成16年 3月 29日

840,000円

更埴市教育委員会 平成15年 9月 1日 より千曲市教育委員会

小野紀男

金井末夫  北澤三枝子  国光一穂  高野貞子  中村文恵  宮崎恵子

集落跡 弥生時代～平安時代

住居跡 平安時代  3棟

溝       1基

出土遺物 土器片 。金属器など 平安時代 コンテナ 1箱

平成15年 4月 、杭瀬下土地区画整理組合より土地区画整理事業に伴い、道路の建設を計画している

との連絡があった。当該地は田中沖遺跡として周知されている埋蔵文化財包蔵地であり、平成 5、 6、

8年度に同事業により発掘調査が実施されている。このため、事業の実施にあたっては発掘調査が必

要な旨、報告を行った。 5月 6日 に文化財保護法第57条 に基づく届出が提出され、7日 に調査の時期、

方法等について協議を行ったところ、調査は遺跡の内容を確認するための最小限の調査とし、時期は

周囲の水田耕作に影響が出ないよう、 5月 中に実施することとなった。市教育委員会では、これを受

け、ただちに調査の準備に取 り掛かった。平成15年 5月 13日 、杭瀬下土地区画整理組合と更埴市長の

間に埋蔵文化財発掘調査に関する委託契約が締結された。

5月 19日 より現場における調査を開始し、 6月 2日 終了した。8月 1日 より整理調査を行い、平成

16年 3月 29日 、全ての業務が終了した。

第 3図 田中沖遺跡調査位置図
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Ⅲ 遺構と遺物

基本層序 (第 5図 )

遺跡は千曲川の旧河道に接する微高地に営まれ

たものであり、調査地付近の標高は359.5m前後を

測る。調査地周辺では、これまでに3回 の発掘調

査を実施しており、弥生時代中期から平安時代の

遺構や遺物が検出されている。特に、平安時代と

考えられる水田面は、 9世紀末の「仁和の洪水」

によって堆積 したと考えられる厚い砂層の直下か

ら検出したものであり、屋代、雨宮地区で確認さ

れている更埴条里水田址との関連を窺わせるもの

である。現耕作土の下層には2面の水田面を確認

することができ、その下層は砂質土が約 lmの厚

さで堆積 している。平安時代の水田面はこの砂層

の直下から検出されていたが、今回の調査では確

認されなかった。砂質土の下層は、平安時代の遺

構検出面となり、住居跡 3棟などを検出した。地

表面から平安時代の遺構検出面までは約170cmの

深さを測る。

1号住居跡 (第 6、 7図 )

規 模 :410cm×  平面形 :方形

主軸方向 :N-85°一 E

新旧関係 :2号住居跡より新

床 面 :ほ ぼ平坦で顕著であったが、砂混じりの

粘質土をわずかに貼ったものであるため、軟弱で

あった。このため、住居跡掘り下げ時に一部破壊

してしまった。

壁 :掘 り込みはほぼ垂直で、最大壁高40cmを 測る

ことができる。

遺 物 :あ る程度まとまった量の土器片が出土し

ているが、図化できたものは少ない。 1は土師器

杯であり、内面は黒色処理され底部には回転糸切

痕が残っている。 2～ 6は須恵器杯である。 2～

5は いずれも底部に回転糸切痕を残しており、器

壁がやや厚 くなっている。 6に は高台が付けられ

ている。 7は小形甕であり、体部は球形に近く、

x==  59090.775

Y〓=-33885.190

0                          5m

第 4図 田中沖遺跡全体図 (1:100)

X==  59090.558

Y==-33900.190
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(東)359.60m (西 )

皿

I耕作土

Ⅱ灰褐色粘質土 (旧水田)

Ⅲ茶褐色粘質土

Ⅳ灰褐色粘質土 (水 田)

V灰茶褐色粘質土

Ⅵ 茶褐色粘質土

Ⅶ 灰褐色砂質土

Ⅷ 黒褐色砂質土

Ⅸ 黄褐色砂

X灰黄褐色砂質土

Ⅲ 灰褐色砂質土 (住居跡覆土)

畑 暗褐色土 (住居跡覆土)

皿 黄褐色砂 (地 山)

(1:40)

第 5図  田中沖遺跡基本層序

器壁はヘラケズリによつて非常に薄 く調整されている。 9は青銅製の帯金具である。長さ1.8cm、 幅

0。5cm程の方形の穿孔が見られ、背面には裏金具を留める銅針が3ケ 所認められる。

―
―
―
ｌ

ω
Ｏ
∞
・ヽ

Ｏ
ヨ

|―

o     (1:60)    2m

第 6図  田中沖遺跡 1号住居跡

測褐色砂質土
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6

鸞一よ-090
0                (1:4)              20om

第 7図  田中沖遺跡 1号住居跡出土遺物

2号住居跡 (第 8、 9図 )

平面形 :隅丸方形  主軸方向 :N-77°― E

新旧関係 :1号住居跡より古、 3号住居跡より新

床 面 :ほ ぼ平坦であったが、砂混じりの粘質土をわずかに貼っただけあった。

壁 :立 ち上がりにはやや角度が認められ、最大壁高30cmを 測る。

カマド:東壁から検出した。袖は粘土製であるが、北側の袖は検出することができなかった。炭化物

の拡がりから燃焼部の幅は50cm程 と考えられる。火床は良く焼けており、その前面には支脚石の抜き

取 り穴を検出した。煙道は45cm程延びて立ち上がっている。

遺 物 :1号住居跡と重複関係にあるため、確実に本住居跡に伴うと考えられる遺物は少ない。 1は

須恵器杯であり、底部には回転糸切痕を残している。 2、 3は カマ ドの覆土中より出土した土師器甕

である。 2は小形甕の底部、 3は武蔵型甕であり、器壁はヘラケズリにより非常に薄 く調整されてい

る。

第 8図 田中沖遺跡 2号住居跡

―
―
―
ｌ

ω
Ｏ
∞
・〇
〇
ヨ
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―
―
―
ｌ

ω
い
∞
・〇
〇
ヨ

-358.00m

lm

きヽヽ
0        (1:30) 0(1:4)1冬

第 9図  田中沖遺跡 2号住居跡カマ ド及び出土遺物

Ⅳ まとめ

今回の調査面積は約65ご と非常にわずかなものであったが、これまでの調査成果をあらためて裏付

けるものとなった。調査地周辺では杭瀬下土地区画整理事業に伴って、平成 5、 6、 8年度に発掘調

査を実施している。以下、今回の調査で注目された点についてふれ、まとめとしたい。

田中沖遺跡のこれまでの調査では、弥生時代中期から平安時代にかけての遺構、遺物が検出されて

いるが、弥生時代の遺物は遺跡の南側を中心として検出していることに対 し、古墳時代以降の遺構、

遺物は遺跡の全体から検出している。今回調査を行った地点は、遺跡の北寄 りに位置し、平成 8年度

に実施した調査地点の南側50mほ どに位置している。平成 8年度の調査地からは古墳時代住居跡 1棟

と平安時代住居跡 2棟が検出されており、遺跡の北縁部にあたると考えられている。今回の調査地は

遺跡の中心部に近いところと考えられたため、多 くの遺構や遺物が検出されると想定されていた。

今回の調査で検出した遺構は、平安時代の住居跡 3棟などであり、出土遺物も多いとは言えないも

のであった。住居跡は調査区の西側に集中しており、東側からは溝跡を検出しただけであつた。調査

区の東側には用水路である船山堰が流れており、この部分が低地になっていた可能性が考えられる。

このことから、調査地は遺跡の東端部にあたるものと考えられる。遺跡の東側には、多 くの遺構、遺

物が検出されている栗佐遺跡群が広がっているが、田中沖遺跡とはこの船山堰を境としていったん、

集落域が途切れるものと考えられる。

最後に、本調査の実施にあたり、関係各位のご協力に対 し深 く感謝申し上げ、まとめとします。
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田中沖遺跡調査区全景

(西側より)

田中沖遺跡 2号住居跡

(西側より)
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田中沖遺跡調査区断面

(南壁 )

田中沖遺跡 1号住居跡出土遺物 (1

9(1 :1)

2号住居跡出土遺物 (1:4)

|::|ま,1

11111111

ll::::`
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2 城ノ内遺跡 発掘調査

しろの うち

屋代遺跡群 城ノ内遺跡

(市台帳No31-7調査記号 SRN7)

更埴市大字屋代字城ノ内

更埴市

公共事業=道路改良

更埴市 (建設課)

発掘調査 (調査面積約200ぽ )

発掘調査 平成15年 6月 26日 ～7月 18日

立会調査 平成15年 7月 22日 ～31日

556,379F]

更埴市教育委員会

小野紀男

岩下重夫  金井末夫  国光一穂

中村文恵  柳沢君雄

集落跡 弥生時代～中世

住居跡 古墳時代～平安時代 12棟

土坑            16基

ビット         2基

溝           2基

出土遺物 土器片 古墳時代～平安時代

城ノ内遺跡調査位置図

神戸征夫  高木愛子  高野貞子

コンテナ 3箱

I 調査の概要

1 調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

調査参加者

種別 。時期

遺構・遺物

ｒ・｛岬
卿

４

　

　

５

６

　

　

７

８

　

　

９

Ⅱ 調査の所見

平成15年 4月 、市建設課より都市計画道路一重山線の改良工事を計画しているとの連絡があつた。

工事は、現道部分の改良であり、下層路盤を約120cm入 れ替えるというものであった。当該地は、屋代

遺跡群城ノ内遺跡として周知されている埋蔵文化財包蔵地であり、周辺の調査から現地表下約 lmで

埋蔵文化財が確認されている。このため、工事の実施にあたつては発掘調査が必要であり、調査には

少なくとも8週間程度かかると報告した。当該道路は屋代工業団地の産業道路と位置付けられており、

交通量も非常に多い道路であったため、調査の方法等について協議を行ったところ、国道403号線交差

点より南側については上層路盤工のみに変更となったため、この部分については立会調査を実施する

こととなった。これより北側については発掘調査を実施して保護に当たることとしたが、工事は現道

部分を片狽l通行にしてのものであるため、大型車の右左折や隣接する工場への出入 り口確保のため、

この部分については立会調査により保護にあたることとし、本調査の実施は延長約40m程度とした。
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±2

L3

1号住居跡２
号
住
居
跡 X=

Y=

±4

60714.239

-32130.799

‐３
号
住
居
跡

7号住居跡

十
X==  60684316

Y==-32132.918

o  (数 字=ピ ッ ト) 5m

第11図  城ノ内遺跡全体図 (1:200)

6月 に入り、工事着手が決定したとの連絡があり、 6月 26日 より現場における調査を開始した。検

出した遺構は竪穴住居跡12棟などであるが、調査区域内には上下水道管が埋設されており、また道路

の片側ずつの調査であったため、完掘できた遺構はなかった。このうち4号住居跡はその規模が推定

できるものである。一辺約4.5mほ どの隅丸方形の住居跡であり、出土遺物などから、平安時代の住居

跡と考えられる。また、 5号住居跡からはカマ ドを比較的良好な状況で検出した。特に、甕の底部を

切り取って煙道の入口に伏せている状況が確認でき、注目されるものであった。

発掘調査は7月 18日 に終了し、 7月 22日 より31日 まで立会調査を実施した。南側の上層路盤工のみ

とした部分については、工事による掘削が現状の路盤内に止まっていたため、遺構、遺物の検出はな

かった。北側の部分については、下層路盤まで工事が行われたため、古墳時代から平安時代にかけて

の住居跡や土器などの遺物が出土 したが、十分な調査を行うことができず、出土 した深さの確認をし

ただけであつた。

都市計画道路一重山線改良事業に伴う発掘調査は、平成 3年度より工事計画が上がる度に継続して

調査を実施してきており、今回の調査でいったん完了となる。平成16年度以降、これまでの調査成果

と併せて整理作業を行い、報告書を刊行する予定である。

４
号
住
居
跡

±17
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城ノ内遺跡調査区東半部

(南側より)

城ノ内遺跡調査区両半部

(1ヒ倶1よ り)

城ノ内遺跡 4号住居跡

(南側より)



城ノ内遺跡 5号住居跡

(南側より)

Ｉ
捜
１
■
聾
「

城ノ内遺跡調査区断面

(西壁 )



I 調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構 。遺物

吉澤昭文

試掘調査

試掘調査

立会調査

重機負担

更埴市教育委員会

小野紀男

水田跡 平安時代～中世

水田面 平安時代 1面

トレンチ 4箇所

平成15年 2月 10日

平成15年 12月 22日

第12図 更埴条里水田tlL調 査位置図

耕作土

灰褐色粘質土 (旧水田)

茶褐色砂質土

灰褐色粘質土 (平安水田)

黒灰色土 (遺物包含層)

黄褐色砂質土 (地 山)

0            (1:20) lm

第13図 更埴条里水田址土層断面図

3 更埴条里水田址 試掘調査

更 埴 条 里水田址 (市台帳No29)

更埴市大字屋代字内田

吉澤恒好

民間事業=診療所建設

４

　

　

５

６

　

　

７

Ⅱ 調査の所見

調査は、診療所の建設計画に伴って実施したも

のであり、工事予定地内に4箇所の試掘坑を設定

して実施した。いずれの トレンチからも、現水田

面下約60cmで平安時代と考えられる水田面を確認

し、その下層からは、弥生時代から古墳時代の遺

物包含層と考えられる黒色土の堆積を確認 した。

工事は、現水田面に約60cmの盛土を行って診療

所を建設するものである。工事による掘削が設計

地盤より120cm以 内であれば立会調査により保護

にあたることとし、事業者に報告した。

平成15年 12月 に入 り、文化財保護法第57条 に基

づ く届出が提出され、基礎工事は設計地盤より

120cm以 内の計画であつたため、立会調査により

保護にあたることとし、12月 22日 に立会調査を実

施 した。
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4 大境遺跡 試掘調査

調査の概要

調査遺跡名 屋代遺跡群 大 境 遺跡 (市台帳No31-13)

所在地及び 更埴市大字屋代字大境

土地所有者 オリオン機械的

原 因 及 び 民間事業=倉庫建設

事 業 者 青木運輸倉庫い

調査の内容 試掘調査 トレンチ 3箇所

調 査 期 間 試掘調査 平成15年 3月 10日

立会調査 平成15年 4月 3日 、10日

↓        ▽

造成土

旧水田

茶掲色砂質土

黄褐色砂

灰褐色粘質土 (平安水田)

0       (1:20)       lm

第15図 大境遺跡土層断面図

４

　

　

５

６

　

　

７

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構・遺物

重機負担

更埴市教育委員会

小野紀男

集落跡・水田跡 弥生時代～中世

水田面 平安時代 1面

Ⅱ 調査の所見

調査は事務所及び倉庫の建設計画に伴って実施

したものであり、工事予定地に3箇所の試掘坑を

設定して実施した。いずれの トレンチからも、現

地表下約200cmで平安時代 と考えられる水田面を

確認した。

工事による掘削は150cmで あったため、埋蔵文

化財に与える影響は少ないと判断したため、立会

調査により保護にあたることとし、4月 3日 及び

10日 に立会調査を実施した。

第14図 大境遺跡調査位置図
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調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構 。遺物

４

　

　

５

８

　

　

９

調査の所見

調査は、店舗の建設計画に伴って実施したもの

であり、工事予定地内に5箇所の試掘坑を設定し

て実施した。いずれの トレンチからも、現地表下

約120cmで 土器の小破片を含む遺物包含層を確認

した。このため、工事による掘削が90cmを超える

場合には、発掘調査が必要であると事業者に報告

した。

5月 に入 り、基礎を90cm以 内とするよう工事の

変更を行うとの連絡があり、変更後の設計図面の

提出があった。このため、立会調査を実施して保

護にあたることとし、 5月 21日 に立会調査を実施

した。

5 南沖遺跡 試掘調査

栗佐遺跡群 南沖遺跡 (市台帳No28-2)

更埴市大字杭瀬下字東沖

東信醸造lal

民間事業=店舗建設

東信醸造lal

試掘調査 トレンチ 5箇所

試掘調査 平成15年 4月 15日

立会調査 平成15年 5月 21日

重機負担

更埴市教育委員会

小野紀男

集落跡 古墳時代～平安時代

遺物包含層 1面

造成土

旧水田

黄褐色粘質土

暗灰褐色粘質土 (遺物包含層)

0        (1:20)       lm

第17図 南沖遺跡土層断面図

第16図 南沖遺跡調査位置図
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調査の概要

6 生仁遺跡 試掘調査

(市台帳No31-11)1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

3 原 因 及 び

事 業 者

4 調査の内容

5 調 査 期 間

6 調 査 費 用

7 調査主体者

担 当 者

8 種別 。時期

9 遺構 。遺物

屋代遺跡群 生仁遺跡

更埴市大字雨宮字生仁

久保産業l■l

民間事業 =工場建設

久保産業l■l   l

試掘調査  トレンチ 2箇所

平成15年 5月 19日

重機負担

更埴市教育委員会

小野紀男

集落跡 弥生時代～平安時代

住居跡  1棟

|

第18図 生仁遺跡調査位置図

耕作土

旧水田

灰褐色砂

灰褐色砂質土

暗褐色土 (遺物包含層)

o       (1:20)      lm

第19図 生仁遺跡土層断面図

Ⅱ 調査の所見

調査は、工場の建設計画に伴って実施したもの

であり、工事予定地内に2箇所の試掘坑を設定し

て実施した。その結果、いずれの トレンチからも

現水田面下約100cmで 土器片を含む遺物包含層を

確認した。特に2ト レンチからは住居跡の床面と

考えられる硬 く叩き締められた面を確認した。こ

のため、工事による掘削が70cmを超える場合は発

掘調査が必要であると事業者に報告した。

6月 に入 り、事業者より基礎工事の変更は無理

であり、工場の建設予定地を変更するとの連絡が

あった。
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10 北村裏畑遺跡 立会調査

I 調査の概要

1 調査遺跡名 栗佐遺跡群 北村裏畑遺跡

(市台帳No28-12)

Ⅱ 調査の所見

工事は幅50cmほ どの水路改良を行うものであり、

面的な調査は不可能であるため、立会調査を実施

したものである。

現地表下約40cmで 土器片を含む遺物包含層を確

認した。特に住居跡と考えられる落ち込みを確認

しており、現地表下約80cmで床面と考えられる硬

く叩き締められた面を確認した。この住居跡と考

えられる落ち込みの覆土中からは、土師器高杯の

破片が出土していることから、古墳時代の住居跡

であると考えられる。工事による掘削幅は50cmほ

どであったため、この住居跡の規模等は不明であ

る。この他にも溝跡と考えられる落ち込みなども

確認しているため、当該地周辺には多 くの遺構が

存在 しているものと考えられる。

3

4

5

6

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構・遺物

更埴市大字栗佐字北村裏畑

更埴市

公共事業=水路改良

更埴市 (建設課 )

立会調査

平成15年 2月 21日 ～ 3月 3日

更埴市教育委員会

小野紀男

集落跡 弥生時代～平安時代

住居跡  1棟

７

　

　

８

砕石

暗褐色土

0            (1:20) lm

第21図 北村裏畑遺跡土層断面図

第20図 北村裏畑遺跡調査位置図

暗黄褐色土 (遺物包含層)
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10 北村裏畑遺跡 立会調査

調査の概要

調査遺跡名 栗佐遺跡群 北村裏畑遺跡

(市台帳No28-12)

Ⅱ 調査の所見

工事は幅50cmほ どの水路改良を行うものであり、

面的な調査は不可能であるため、立会調査を実施

したものである。

現地表下約40cmで土器片を含む遺物包含層を確

認した。特に住居跡と考えられる落ち込みを確認

しており、現地表下約80cmで 床面と考えられる硬

く叩き締められた面を確認した。この住居跡と考

えられる落ち込みの覆土中からは、土師器高杯の

破片が出土していることから、古墳時代の住居跡

であると考えられる。工事による掘削幅は50cmほ

どであったため、この住居跡の規模等は不明であ

る。この他にも溝跡と考えられる落ち込みなども

確認しているため、当該地周辺には多 くの遺構が

存在しているものと考えられる。

４

　
　
５

　
　
６

７

　

　

８

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調査の内容

調 査 期 間

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構 。遺物

更埴市大字栗佐字北村裏畑

更埴市

公共事業=水路改良

更埴市 (建設課 )

立会調査

平成15年 2月 21日 ～ 3月 3日

更埴市教育委員会

小野紀男

集落跡 弥生時代～平安時代

住居跡  1棟

砕 石

暗掲色土

0           (1:20) lm

第21図 北村裏畑遺跡土層断面図

第20図 北村裏畑遺跡調査位置図

暗黄褐色土 (遺物包含層)
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